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【研究要旨】難病相談・支援センター(以下、センター)の相談実績の客観化と相談業務の簡便化を目的に、相

談記録と統計処理ソフトを開発し、平成 21年５月に全国のセンターにマニュアルとインストール用 CD を配布し

た。現在、全国の約３割のセンターがこのソフトを使用し、来年度には導入予定や導入を検討中のセンターもあ

る。本研究では、モニターとして使用した相談・支援員からの意見や助言を元にソフトの検証を重ね、さらに簡

便で実際の相談内容に対して適切な表現の相談区分表を作成するなどしてソフトを改訂した。 

 

【目的】難病相談・支援センター（以下、センター）の

活動は開始から日が浅く、相談者の相談に適切に

対応できるようにするためには各センターにおける

相談・支援員の活動実績を客観化する必要がある。

相談・支援員の相談実績を客観的にみえるようにす

ること、および相談記録と統計処理の簡便化を目的

に開発したソフトを検証し、改訂する。 

【方法】開発したソフトを 11 センター（北海道、福島、

茨城、栃木、群馬、東京、神奈川、長野、福岡、佐賀、

沖縄）の相談・支援員がモニターとして試用、検証、

修正を重ね、精緻化した。 

【ソフトの変更】１．相談記録票への入力項目：1)氏

名の上に個人を特定することができる番号等を入力

できるスペースを作成。2)「患者との関係２」は、プル

ダウンからの入力に加え、直接入力を可能にした。

3)相談内容区分を再検討し、より選択しやすい表現

に変更。4)印刷した相談票の相談内容の記載量を

増やすために、フォントをより小さくした。5)年齢に

「不明」「その他」を追加。  

２．検索機能： 1)自由設定の入力項目、相談対応者、

相談票番号の検索項目を追加した。2)特定の条件

のみの相談票の閲覧ができる「検索ロック機能」につ

いて知らず、使用していなかったモニターが多かった

ため、機能の説明を表示するようにした。  

３．統計処理（自動的に処理）：相談内容の記載量が

ある一定量を超えると統計処理が出来なくなること

が判明したので修正した。  

４．レポート作成(自動的に作成)：特に変更する必要

はなかった。 

【結果とまとめ】センターの相談業務において、相談

実績の客観化と相談内容の簡便化を目的に相談記

録と統計処理ソフトを開発し、２年間のモニターによ

る試用の結果、ソフトの改善点や動作上の問題が明

らかになった。それに対し、「サポートセンター」をホ

ームページ上に設置し、問題対応と内容の周知に努

めた。しかしながら、今年度試用した11センターの全

てが「試用して良かった」と回答しており、改訂のた

めの意見を寄せていた。以下、モニターからは、「相

談記録時間が短縮し業務の簡便化を図れた」、「ワ

ンクリックで簡単にレポートが作成でき、カンファレン

スの資料や定期報告に利用することができた」、「相

談内容を区分する時、センター内で事例について話

し合うきっかけができた」、「高齢で、あまりパソコン

操作が得意ではないが、自分にも使用することが出

来て嬉しかった」、「使ってみたらとても便利で良かっ

た」、「相談・支援員に着任したときからあったので、

それ以前のことはわからないが、問題なく使用でき

ている」、「他センターと相談票の入力について話し

合い、交流を深めるきっかけとなった」、「相談が何

千件もあり、入力が大変だと感じることがあるが、統

計処理には全く時間がかからないので便利」、「必要

なところだけ入力して、統計処理を利用しているが不

便はしていない。パソコンが操作できない相談・支援

員もいるので、相談内容は手書きで保存している。」

などの感想が寄せられた。しかし、相談票の導入を

検討したが、導入を見送ったセンターもあり、その理

由は、「よくわからなかった」、「パソコンがない」、「年

度途中でソフトが来たので、来年度からの導入を検

討する」、「パソコンは無理」であった。今後は、改訂

版ソフトがより安定性のある、相談業務の一助となる

ようなツールとなるために、より多くのセンターの相

談・支援員の声を反映し、検証して改訂を重ねていく

ことが必要である。 
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